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Ⅰ 

令
和
３
年
度
事
業
方
針

　

令
和
3
年
度
は
「
J
A
静
岡
３
か
年
計

画
～
新
時
代
へ
の
挑
戦
、
農
業
の
飛
躍
・

経
営
の
革
新
～
」
（
令
和
2
年
度
～
4
年

度
）
の
中
間
年
度
と
な
り
ま
す
。
本
会
は
、

農
業
の
飛
躍
的
な
生
産
拡
大
に
向
け
た
生

産
振
興
と
機
能
集
中
な
ど
に
よ
る
コ
ス

ト
削
減
に
取
り
組
み
、
農
家
所
得
の
向
上

と
組
合
員
や
利
用
者
の
満
足
に
つ
な
が
る

事
業
展
開
を
J
A
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
、

事
業
計
画
の
達
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

Ⅱ �

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応

　

本
会
は
国
が
啓
発
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
想
定
し
た
新
し
い
生
活

様
式
（
3
密
の
回
避
、
マ
ス
ク
着
用
、
手

洗
い
な
ど
）
の
実
践
を
基
に
、
各
部
門
で

表
1
の
と
お
り
戦
略
を
設
定
し
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
に
引
き
続
き
新
し
い
生
活
様

式
に
対
応
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ⅲ �

J
A
静
岡
３
か
年
計
画
に
お
け
る

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
の
関
連
性

　

S
D
G
s

に
つ
い
て
は
、
行
政
を
は
じ

め
民
間
企
業
で
も
取
組
が
進
ん
で
き
て
お

り
、
社
会
的
な
認
知
度
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
J
A
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
協

同
組
合
が
目
指
す
方
向
と
S
D
G
s

の

考
え
方
が
近
い
こ
と
か
ら
、
J
A
全
中

は
2
0
2
0
年
5
月
「
J
A
グ
ル
ー
プ

S
D
G
s

取
組
方
針
」
を
決
定
し
S
D
G
s

達
成
に
向
け
事
業
・
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
会
は
「
J
A
静
岡

経
済
連
３
か
年
計
画
」
の
3
つ
の
基
本
目

標
に
つ
い
て
S
D
G
s

の
観
点
か
ら
整
理

し
、
そ
の
関
連
性
に
つ
い
て
表
2
の
と
お

り
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
付
け
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

事
業
計
画・事
業
方
針

◆非接触型の宣伝方法の検討と実施
◆SNS を活用した花き産地情報および消費動向の発信
◆協議会や委員会を中心に消費宣伝コンテンツの作成と活用

みかん園芸部門

◆茶品評会審査会での新型コロナウイルス感染症対応マニュアルの作成と
感染リスクの少ない審査方法の提案

◆茶指導事業において、Web を活用した会議・研修会の開催

茶業部門

◆コロナ禍で出向く体制の整備を支援
◆機械化体系の提案によるソーシャルディスタンスの確保

生産資材部門

◆米国における仕上茶の輸出を拡大するため、通販など新たな販売方法を
検討

◆外食販売事業での感染防止対策の徹底とキャッシュレス化への対応

営業部門

◆コロナ禍での葬儀（家族葬やリモート葬など）への対応
◆Web や QRコードを活用したエネルギーの販売促進活動

くらし支援部門

◆ブランド協議会の運営、各種共励会、販売促進への参加と開催について
Webなどの活用を検討

畜産部門

◆新型コロナウイルス感染症対策のステイホームによる住宅リフォーム需要
へ対応

建設部門

◆宅配による「味くらべ便（頒布会）」の取り組み強化
食糧部門

基本目標１

農業の飛躍的な拡大

戦略１
飛躍的な生産拡大に直結する農業振興を行います
（１）生産拡大に向けた仕組み作りや体制の整備、
 消費者への安心・安全な農畜産物の提供支援
（２）販売力強化に向けた効果的な取り組みと事業提案・支援

対象となるＳＤＧｓ目標

基本目標２
経営環境に対応した
                 事業・経営の転換
戦略２
収支均衡に向けた経済事業改革を行います
（１）コスト低減に向けた仕入機能集中による低価格・省力化資材の 
 提供と仕組の研究 
（２）環境に対応した事業展開と地域・組合員の暮らしを支えるため 
 の事業提案

対象となるＳＤＧｓ目標

基本目標３

活力ある職場づくり

戦略３
健全経営の強化を行います
（１）広域合併や事業連携等の JA経済事業支援
（２）健全経営と子会社管理の強化

対象となるＳＤＧｓ目標

SDGsとは…
SDGs（Sustainable Development Goals：持続可
能な開発目標）は、「地球上の誰一人取り残さな
い」をキーワードに、「持続可能な開発のための
2030アジェンダ」として2015年9月の国連サミット
にて採択。地球規模での環境・社会問題が深刻化
する中で、持続可能で多様性と包摂性のある社会
の実現を目指す。その内容は多岐に渡り17のゴー
ル・169のターゲット・244の指標で構成される。
17のゴールはカラフルなピクトグラムがシンボル
となり、SDGｓの取り組みを表す際に使われる。

表1　部門別重点戦略　新型コロナウイルス感染症対策関連事項

表２　３か年計画とSDGｓとの関連性（令和２年度～４年度）
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Ⅳ 
事
業
計
画
の
あ
ら
ま
し

　

J
A
静
岡
経
済
連
第
72
年
度
（
令
和
３
年
度
）
事
業
計
画
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
は
次
の
表
の
通
り
で
す
。

main topics

み
か
ん
園
芸
部
門

茶
部
門

生
産
資
材
部
門

営
業
部
門

く
ら
し
支
援
部
門

食
糧
部
門

畜
産
部
門

建
設
部
門

◆ 果樹経営支援対策事業を活用し、園地整備および優良品種への改植を推進
◆ 温暖化に適応した栽培技術の普及と次期有望品種の導入に向けた現地試験
◆ 営業力強化による販路拡大と直接販売の取扱量拡大
◆ 選果・荷造り作業受託による生産拡大の支援
◆ 段ボールなど低コスト仕様への切替提案と導入

◆ 販売先との連携による生産指導強化とマッチング販売
◆ 国内外での消費拡大に向けた取組と JA静岡茶の商品開発・販路拡大
◆ 粉引き０％取引の継続実施および統一と荒茶取引開始時間改善に向けた検討

◆ JAの戦略に基づく営農技術の支援
◆ 担い手との関係強化のため、研修会などを通じコロナ禍での出向く体制を整備
◆ 化成肥料の銘柄集約と工場直送を基準とした価格体系の導入
◆ JA 域を超えた最適物流についての研究
◆ 静岡提案型式農機の提案と共同購入など仕入れ強化による価格引き下げと普及促進
◆ ICT 搭載高性能機械による労力低減や省力化など新技術普及のため専門知識を持った人材を育成

◆ JAタウンの魅力あるサイト作りや、B to B（企業間取引）拡大に向けた商品の提案
◆ 外食販売事業での新型コロナウイルス感染防止対策の徹底
◆ 農畜産物の輸出拡大
◆ 農産物の直接販売による販売力の強化
◆ ファーマーズマーケットへの企画提案による営業支援

第72年度（令和３年度） 部門別重点戦略【営農】

◆ 静岡県産茶葉および果汁を原料とした清涼飲料水を製造、販売し県産茶葉および柑橘果樹の消費を拡大
◆ 地域活性化、高齢者の買い物支援を目的とした、安心安全な食材宅配事業の拡大
◆ 葬儀の小型化、簡略化への対応
◆ 燃料供給拠点の永続化のため、SS の収支改善と施設改善
◆ 家庭用給湯・暖房と営農用需要の LPガス化促進

◆ 買取集荷・販売の強化
◆ 実需者からの需要に基づいた「多収性品種」契約栽培の拡大
◆ 宅配による「味くらべ便（頒布会）」の取り組み強化

◆ 農業経営事業を活用し肉牛委託肥育事業の継続と新規委託農場の推進
◆ 受精卵移植事業により大型酪農生産者などの肉用子牛生産を促進し、ヌレ子買取り・哺育・育成を行い肉用牛の
　 生産基盤を維持
◆ 本会銘柄豚「金豚王」の認知向上と飼養頭数増加
◆ 静岡県統一ブランド牛の認知度向上と輸出の拡大

◆ 相続相談や土地活用相談を JAと連携して行い、土地活用による住宅開発物件の取扱を拡大
◆ JAと連携し農業生産法人などへ農業施設を効果的に提案

第72年度（令和３年度） 部門別重点戦略【生活】

情 

勢

生産基盤
●組合員の高齢化
●労働力不足
●耕作放棄地増加
●異常気象の発生

交易条件
●RCEP・TPP11・日EUなど貿易自由化
●米中貿易摩擦

消費流通
●コロナ禍による消費動向の変化
●中食・外食需要の低迷
●ｅコマース市場の拡大

生活環境
●人口減少
●核家族化
●単独世帯の増加
●新しい生活様式

農政
●JA自己改革
●JAへの監査法人監査の導入

生活意識
●健康
●安心、安全

景気動向
●R3年2月期内閣府の報告で「景気は、新型コロナウイルス感染症の影響に
　より、依然として厳しい状況にあるなか、持ち直しの動きが続いているもの
　の、一部に弱さがみられる」としている。
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岡
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栽
培
技
術
向
上
の
た
め
に

第
41
回
静
岡
県
中
晩
生
柑
橘
品
評
会

静
岡
県
貯
蔵
ミ
カ
ン
品
評
会

県
知
事
に
受
賞
報
告

あ
っ
た
。生
産
者
の
努
力
に
よ
る
も
の
だ
」と

講
評
し
ま
し
た
。な
お
、ポ
ン
カ
ン
の
審
査
は

1
月
21
日
に
行
わ
れ
、本
誌
3
月
号
に
掲
載

し
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
・

カ
ッ
コ
内
は
J
A
名
）。

　

2
月
15
日
、（
一
社
）静
岡
県
柑
橘
振
興
基

金
協
会
と
本
会（
柑
橘
果
樹
課
）は
、県
農
業

会
館
で「
第
41
回
静
岡
県
中
晩
生
柑
橘
品
評

会
」を
開
き
、県
下
か
ら「
は
る
み
」58
点
、「
不

知
火
」30
点
、「
甘
ナ
ツ
」36
点
の
計
1
2
4
点

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。審
査
員
と
し
て
県
職

員
や
市
場
関
係
者
、消
費
者
代
表
な
ど
18
人

が
参
加
し
、形
状
・
玉
ぞ
ろ
い
・
病
害
虫
・
外

傷
・
肉
質
・
食
味
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
長
を
務
め
た
県
農
林
技
術
研
究
所

果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
瀧
義
明
セ
ン
タ
ー
長
は

「
7
月
の
長
雨
や
、12
月
の
厳
し
い
寒
さ
な

ど
で
栽
培
に
苦
労
し
た
と
思
う
が
、出
品
さ

れ
た
柑
橘
は
ど
れ
も
食
味
が
良
く
高
品
質
で

　

2
月
4
日
、静
岡
県
柑
橘
委
員
会（
事
務

局
：
柑
橘
果
樹
課
）は
、第
55
回
静
岡
県
貯
蔵

ミ
カ
ン
品
評
会（
1
月
21
日
開
催
）で
上
位
入

賞
を
し
た
生
産
者
ら
と
、静
岡
県
庁

を
訪
れ
、川
勝
平
太
静
岡
県
知
事
へ

受
賞
を
報
告
し
、農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
髙
橋
誠
さ
ん
の
貯
蔵

ミ
カ
ン
を
贈
呈
し
ま
し
た
。報
告
会

に
は
、品
評
会
上
位
入
賞
者
5
人
と

本
会
石
川
和
弘
常
務
理
事
、柑
橘
委

員
会
の
矢
岸
正
敏
委
員
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
ら
は
、受
賞
し
た
感
想
や
就
農
の

き
っ
か
け
、栽
培
で
の
こ
だ
わ
り
な
ど
を
川

勝
知
事
に
話
し
、髙
橋
さ
ん
は「
大
臣
賞
を
初

め
て
受
賞
で
き
う
れ
し
い
。12
月
の
天
気
が

良
か
っ
た
こ
と
と
、畑
の
巡
回
を
こ
ま
め
に

行
っ
た
こ
と
が
、良
い
結
果
に
つ
な
が
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

川
勝
知
事
は「
本
県
の
ミ
カ
ン
は
世
界
に

誇
れ
る
農
芸
品
。受
賞
者
の
栽
培
技
術
の
た

ま
も
の
だ
」と
受
賞
者
を
称
え
ま
し
た
。

topics&news



▲機器の説明をする⻆社長

▲はかる蔵
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モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
器
導
入
促
進

「
は
か
る
蔵
」講
習
会
を
開
催

地
元
農
産
物
を
応
援

玉
露
の
里
で
野
菜
セ
ッ
ト
販
売

ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

設
置
に
特
別
な
工
事
を
必
要
と
せ
ず
、導
入

が
容
易
で
、ハ
ウ
ス
内
の
環
境
を
制
御
す
る

機
器「
う
ご
蔵
」と
連
動
し
て
使
う
こ
と
で
必

要
な
と
き
だ
け
暖
房
機
を
稼
働
し
燃
費
を
向

上
す
る
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

⻆
社
長
は

「
は
か
る
蔵

は
生
産
者
が

手
軽
に
機
器

を
導
入
で
き
、

簡
単
に
操
作

で
き
る
こ
と

を
目
標
に
開

発
し
た
。今

後
は
多
く
の

デ
ー
タ
を
集

め
、生
産
者

の
営
農
に
活

用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
広

め
た
い
」
と

意
気
込
み
ま

し
た
。

り
、今
回
が
2
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

野
菜
セ
ッ
ト
に
は
中
部
地
区
J
A（
J
A

お
お
い
が
わ
、J
A
ハ
イ
ナ
ン
、J
A
静
岡
市
、

J
A
し
み
ず
）か
ら
バ
ラ
や
ガ
ー
ベ
ラ
な
ど
の

花
き
、レ
タ
ス
や
イ
チ
ゴ
、ト
マ
ト
な
ど
野
菜

と
青
島
み
か
ん
、計
10
品
を
セ
ッ
ト
。今
回
の

販
売
会
は
、地
元
住
民
が
対
象
の
た
め
、同
施

設
と
藤
枝
市
役
所
で
の
チ
ラ
シ
配
布
の
み
の

事
前
告
知
で
し
た
が
、朝
10
時
の
販
売
開
始

前
か
ら
来
店
客
が
多
く
集
ま
り
、予
定
よ
り

15
分
ほ
ど
早
く
販
売
を
始
め
る
ほ
ど
に
ぎ
わ

い
、準
備
し
た
50
セ
ッ
ト
が
完
売
し
ま
し
た
。

　

2
月
4
日
、営
農
資
材
課
は
、環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
機
器「
は
か
る
蔵
」の
講
習
会
を
、

J
A
静
岡
市
と
J
A
遠
州
夢
咲
管
内
生
産
者

の
ハ
ウ
ス
で
開
き
ま
し
た
。講
習
会
で
は
、同

機
器
を
開
発
し
た
リ
バ
テ
ィ
ー
ポ
ー
ト
ジ
ャ

パ
ン
㈱
の
⻆
裕
二
社
長
が
講
師
を
務
め
、機

器
の
設
置
や
操
作
方
法
を
、県
や
J
A
の
職

員
、生
産
者
、経
済
連
の
担
当
者
ら
約
40
人
に

説
明
し
ま
し
た
。

　

営
農
資
材
課
が
導
入
を
進
め
る
ハ
ウ
ス

内
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
器「
は
か
る
蔵
」は
、

ハ
ウ
ス
内
の
気
温
、湿
度
、炭
酸
ガ
ス
濃
度
な

ど
を
セ
ン
サ
ー
が
測
定
し
、デ
ー
タ
を
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
、離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
リ

　

2
月
13
日
、中
部
支
所
み
か
ん
園
芸
課

は
藤
枝
市
岡
部
町
の
道
の
駅「
玉
露
の
里
」

で
、農
産
物
の
販
売
会「
お
花
と
野
菜
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
in
玉
露
の
里
」を
開
き
ま
し
た
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
再
拡
大
に
よ
り

消
費
が
低
迷
し
て
い
る
花
き
や
野
菜
の
販
売

を
支
援
す
る
こ
と
が
目
的
。販
売
会
で
は
、来

店
客
の
1
組
あ
た
り
滞
在
時
間
を
短
く
す
る

た
め
、あ
ら
か
じ
め
段
ボ
ー
ル
に
野
菜
を
詰

め
た
野
菜
セ
ッ
ト
を
1
セ
ッ
ト
3
，
0
0
0

円
で
販
売
し
ま
し
た
。同
課
で
は
、昨
年
７
月

に
も
同
施
設
で
農
産
物
販
売
会
を
開
い
て
お

topics&news



一　
は
じ
め
に

　

静
岡
県
で
は
、
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減

し
、
持
続
的
に
農
業
生
産
を
継
続
で
き
る

よ
う
に
、
化
学
肥
料
低
減
技
術
や
家
畜
ふ

ん
・
食
品
残
渣
等
の
堆
肥
施
用
技
術
等
の

開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

堆
肥
は
土
壌
中
の
空
気
相
を
増
や
し
て

保
水
力
、
保
肥
力
を
高
め
て
、
根
の
生
育

に
適
し
た
環
境
と
す
る
こ
と
で
、
収
量
増

加
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
堆
肥
は
肥

料
効
果
も
高
く
、リ
ン
酸
、カ
リ
を
多
く
含

む
貴
重
な
有
機
物
資
材
で
す
。

　

し
か
し
、
堆
肥
の
施
用
は
労
力
的
に
負

担
が
大
き
く
、
安
価
な
化
学
肥
料
の
普
及

に
よ
り
施
用
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
が
起
因
と
な
っ
て
土
壌
の
劣
化
に

よ
る
連
作
障
害
な
ど
が
問
題
と
な
り
、
堆

肥
の
土
づ
く
り
効
果
が
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
平
成
24
年

に
新
し
く「
混
合
堆
肥
複
合
肥
料
」と
い
う

規
格
が
で
き
ま
し
た
。

二　
混
合
堆
肥
複
合
肥
料
と
は

　

混
合
堆
肥
複
合
肥
料
は
、
一
定
の
基
準

を
満
た
し
た
堆
肥
を
50
パ
ー
セ
ン
ト
以

下
の
割
合
で
普
通
肥
料
と
混
合
し
、
成

形
、
加
熱
乾
燥
し
た
も
の
で
す
。堆
肥
の
持

つ
土
づ
く
り
効
果
を
期
待
で
き
る
と
と
も

に
、
肥
料
と
し
て
成
分
保
証
を
し
て
い
る

た
め
、
堆
肥
施
用
時
に
懸
念
さ
れ
る
リ
ン

酸
、カ
リ
の
過
剰
投
入
を
回
避
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
農
林
技
術
研
究
所
で
は
企
業
と

共
同
で
、
栽
培
期
間
が
短
い
葉
物
野
菜
用

の「
静
岡
混
合
堆
肥
複
合
肥
料
5
2
3
（
以

下
開
発
5
2
3
）」と
、
一
般
野
菜
用
の「
静

岡
混
合
堆
肥
複
合
肥
料
7
2
5
（
同
開
発

7
2
5
）」の
二
種
類
の
肥
料
を
開
発
し
ま

し
た（
表
1
）。

　

開
発
5
2
3
は
、
牛
ふ
ん
堆
肥
の
割
合

が
45
％
で
、
菜
種
油
か
す
も
多
く
配
合
し

て
い
る
の
で
、
窒
素
全
量
に
対
す
る
化
学

肥
料
の
割
合
は
39
％
と
低
く
、
特
別
栽
培

で
利
用
で
き
ま
す
。

　

開
発
7
2
5
は
、
牛
ふ
ん
堆
肥
の
割

合
が
48
％
で
、
窒
素
肥
効
の
安
定
を
狙
い
、

緩
効
性
の
I
B
窒
素
を
配
合
し
て
い
ま
す
。

窒
素
全
量
の
う
ち
45
％
が
土
壌
に
留
ま
り

や
す
い
ア
ン
モ
ニ
ア
態
な
の
で
、
栽
培
期

間
の
長
い
作
型
で
も
基
肥
一
回
の
施
肥
で

済
み
ま
す
。

三　

�
開
発
5
2
3
は
土
壌
㏗
の

低
下
を
抑
制
す
る

　

開
発
5
2
3
を
使
用
し
て
、
所
内
の
無

加
温
ハ
ウ
ス
で
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
を
年
7
作
、

計
21
作
栽
培
し
ま
し
た
。対
照
は
配
合
肥

料
で
す
。1
作
の
平
均
収
量
は
い
ず
れ
も

10
ア
ー
ル
当
た
り
約
4
ト
ン
で
、
配
合
肥

料
と
同
等
の
収
量
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
開
発
5
2
3
は
土
壌
㏗
の
低
下
を

抑
え
る
効
果
が
認
め
ら
れ
ま
し
た（
図
1
）。

こ
れ
は
原
料
の
堆
肥
に
含
ま
れ
る
石
灰
分

の
効
果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、J
A
遠
州
中
央
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
部

会
の
2
名
の
方（
S
さ
ん
、
I

さ
ん
）に
協

力
い
た
だ
い
て
、
実
証
試
験
を
行
い
ま
し

た
。
S
さ
ん
は
堆
肥
無
施
用
、
I

さ
ん
は

肥
料
と
は
別
に
、
毎
作
10
ア
ー
ル
当
た
り

1
・
5
ト
ン
の
牛
ふ
ん
堆
肥
を
施
用
し
て

い
ま
す
が
、
試
験
中
の
開
発
5
2
3
区
は

無
施
用
で
管
理
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。1

農林技術
研究所
だより

最新研究紹介

Keizairen ┃　 0506　 ┃ Keizairen

環
境
に
優
し
い
肥
料

「
混
合
堆
肥
複
合
肥
料
」を
開
発

静岡県農林技術研究所
栄養・機能性科

科　長

中 村 明 弘

私
が紹介

します

!

土
壌
pH（
H
²O
）

開発523

灰色低地土 黄色土

配合肥料6.5

6.4

6.3

6.2

6.1

6.0

5.9

5.8

5.7

保証成分（％） 開発523 開発725

窒素全量 5.0 7.0

（化学肥料由来） （39） （67）

うちアンモニア性 1.6 3.0

りん酸全量 2.0 2.0

加里全量 3.0 5.0

うち水溶性 1.0 3.0

その他分析値

水分（％） 7.9 7.7

C/N 比 5.5 3.3

表１　開発した混合堆肥複合肥料の性質
※写真は開発523

図1	 チンゲンサイ21作栽培後の
	 土壌pHへの効果



年
間
連
用
し
た
結
果
、い
ず
れ
の
ほ
場
も

開
発
5
2
3
は
生
産
者
慣
行
管
理
と
同
等

の
収
量
が
得
ら
れ
ま
し
た
。施
設
で
堆
肥

を
連
用
す
る
場
合
、リ
ン
酸
、カ
リ
が
過
剰

に
な
り
や
す
い
こ
と
が
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
I

さ
ん
の
ほ
場
で
は
、
開
発

5
2
3
区
は
慣
行
管
理
よ
り
土
壌
へ
の
リ

ン
酸
、カ
リ
の
蓄
積
を
抑
え
て
お
り
、
肥

料
と
し
て
の
保
証
成
分
を
示
し
て
い
る

効
果
が
認
め
ら
れ
ま
し
た（
表
2
）。開
発

5
2
3
施
用
に
よ
る
堆
肥
相
当
量
は
、
10

作
合
計
で
2
・
3
ト
ン
に
な
り
ま
し
た
。腐

植
が
試
験
前
よ
り
増
加
し
、
土
壌
の
硬
さ

は
慣
行
管
理
と
同
程
度
で
あ
る
な
ど
、
土

づ
く
り
効
果
も
期
待
で
き
ま
し
た
。

　

I
さ
ん
の
場
合
、施
肥
に
か
か
る
コ
ス
ト

（
肥
料
費
、
堆
肥
代
、
施
肥
時
間
か
ら
算

出
し
た
労
賃
）は
、
開
発
5
2
3
は
慣
行

管
理
に
比
べ
肥
料
の
量
が
多
く
な
る
た
め

肥
料
費
は
高
く
な
り
ま
す
が
、
堆
肥
投
入

時
間
を
省
略
で
き
る
た
め
労
賃
を
大
幅
に

軽
減
で
き
、
施
肥
コ
ス
ト
は
同
程
度
で
し

た（
図
2
）。

四　

�

開
発
7
2
5
は
長
期
間

肥
料
効
果
が
持
続
す
る

　

こ
こ
で
は
、
露
地
栽
培
の
レ
タ
ス
、キ
ャ

ベ
ツ
で
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

レ
タ
ス
は
マ
ル
チ
被
覆
す
る
た
め
、
途

中
に
追
肥
を
し
な
く
て
い
い
よ
う
に
、
化

学
肥
料
の
緩
効
性
肥
料
が
使
わ
れ
て
い
る

例
が
多
い
で
す
。菊
川
市
の
レ
タ
ス
生
産
者

4
名
の
方
に
協
力
い
た
だ
い
て
、
2
～
3

月
収
穫
作
型
の
ト
ン
ネ
ル
栽
培
で
実
証
試

験
を
行
い
ま
し
た
。
S
さ
ん
、Y
さ
ん
は
11

月
中
旬
定
植
、
T
さ
ん
は
12
月
中
旬
、
N
さ

ん
は
1
月
中
旬
定
植
で
し
た
。

　

11
月
中
旬
定
植
で
は
、
開
発
7
2
5
は

慣
行
施
肥
よ
り
収
量
が
や
や
少
な
い
傾
向

で
し
た（
図
3
）。

　

開
発
7
2
5
は
、
根
か
ら
吸
収
さ
れ
や

す
い
硝
酸
態
窒
素
へ
の
変
化
が
ゆ
っ
く
り

進
む
の
で
、
定
植
前
の
土
壌
E
C
（
硝
酸

態
窒
素
）が
低
い
ほ
場
で
は
、
初
期
の
生
育

が
劣
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

場
合
は
、
化
成
肥
料
を
併
用
す
る
こ
と
で

初
期
生
育
を
改
善
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
12
月
中
旬
以
降
の
定
植
で
は
、

開
発
7
2
5
の
方
が
収
量
は
多
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
定
植
時
期
の
気
温
が
低

い
の
で
生
育
が
緩
慢
で
、
窒
素
無
機
化
の

影
響
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、さ
ら
に
無
機
化

が
ゆ
っ
く
り
進
む
こ
と
で
生
育
後
半
の
肥

料
成
分
を
確
保
で
き
た
こ
と
が
理
由
と
し

て
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
、キ
ャ
ベ
ツ
に
つ
い
て
慣
行
施
肥（
基

肥
＋
追
肥
一
回
）と
開
発
7
2
5
（
全
量
基

肥
施
用
）と
の
比
較
を
行
い
ま
し
た
。
レ
タ

ス
で
は
、
開
発
7
2
5
は
定
植
初
期
の
生

育
が
緩
慢
な
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
が
、キ
ャ

ベ
ツ
で
は
慣
行
肥
料
と
差
が
な
く
、
収
量

も
同
程
度
で
し
た
。8
月
下
旬
定
植
で
地

温
が
高
い
た
め
、
微
生
物
に
よ
る
分
解
が

順
調
に
進
ん
だ
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

五　
お
わ
り
に

　

混
合
堆
肥
複
合
肥
料
に
よ
る
堆
肥
投
入

量
は
、
肥
料
中
の
配
合
量
に
限
ら
れ
ま
す

の
で
十
分
な
量
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
施

肥
と
同
時
に
堆
肥
を
畑
に
入
れ
ら
れ
る
と

い
う
手
軽
さ
と
、
施
肥
基
準
に
あ
っ
た
肥

料
成
分
を
施
用
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
肥
料
効
果
が
長
期
間

持
続
す
る
こ
と
か
ら
、
追
肥
削
減
に
よ
る

省
力
化
と
い
う
点
で
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、

今
年
度
も
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で
現
地
試
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。化
学
肥
料
に
は
な
い
土
づ

く
り
効
果
を
持
つ
肥
料
と
し
て
、
普
及
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

連
絡
先

磐
田
市
富
丘
6
7
8
―1

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所

栄
養
・
機
能
性
科

agrieiyou@
pref.shizuoka.lg.jp

Keizairen ┃　 0506　 ┃ Keizairen

処
理
区

管理コスト（千円/165m2/年）

肥料費

慣行管理

開発523

堆肥 労賃

0 10 20 30 40 50

収
量（
t
／
10
a
）

生産者、定植時期

S
11月中旬

Y
11月中旬

T
12月中旬

N
1月中旬

開発725 慣行施肥

0

1

2

3

4

5

表２　チンゲンサイ10作後の土壌化学性への効果（生産者Ｉ）

1）稲わら900kg/10aを年3回に分けて施用､牛ふん堆肥は無施用
2）牛ふん堆肥1.5t/10aを毎作､稲わら900kg/10aを年3回に分けて施用
3）施設内土壌 灰色低地土(静岡県土壌肥料ハンドブック)
4）開発523は堆肥の配合割合から現物量を試算

処理区
堆肥相当
量4）（トン
/10a/年）

腐植
％

可給態リン酸 交換性カリ
mg/100g

試験前 10作後 試験前 10作後 試験前 10作後
開発5231） 2.3 4.9 5.4 171 170 26 30
慣行管理2） 15.2 4.7 5.9 170 196 23 48
改善基準3） ー 〉5 20 ー 80 15 ー 50

図2　開発523利用による施肥コスト（生産者I）
※�開発523は未販売のためメーカー試算価格（2,000円/20kg）、 

他の肥料、堆肥は生産者聞き取り価格、労賃は施用時間（実測） 
と労働単価（1,900円/時間）から試算。

図３　レタストンネル栽培での収量への効果
※6000株/10aとして計算



～ 作物・産地・営農・技術・資材などの情報をお届けします ～

●イントラから利用できます。

担当：生産資材部 生産振興開発課 (TEL 054-284-9729)
〜他にも、農畜産物別の情報なども充実〜

▲はかる蔵

トンネル内気温℃ 外気温℃

12/25
0
2
4
6
8
10
12
14
16
18

1/1 1/8 1/15 1/22 1/29 2/5 2/12

600

500

400

300

200

100

0
12/22 12/29

トンネル内 ppm 外（大気） ppm

1/5 1/12 1/19 1/26 2/2 2/9 2/16

平均気温
℃

平均地温
℃

平均湿度
％

CO2濃度
ppm

トンネル内部 9.4 8.5 76.9 369.4
トンネル　外 7.7 7.1 65.7 450.3

表１ 　トンネル被覆期間におけるの環境調査結果 

図1 トンネル内外平均気温の推移（森町）図2 CO2濃度の推移（牧之原市）
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レ
タ
ス
の
収
穫
日
予
測
に
つ
い
て

　

J
A
静
岡
経
済
連
で
は
、レ
タ
ス
の
有
利
販

売
を
図
る
た
め
、静
岡
県
が
開
発
し
た
生
育
予

測
技
術
を
基
に
、収
穫
予
測
を
行
い
出
荷
時
期

や
ピ
ー
ク
の
情
報
を
取
引
市
場
に
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

た
だ
し
こ
の
生
育
予
測
技
術
は
発
展
途
上

の
段
階
で
、年
内
ど
り
の
収
穫
予
測
は
高
い
精

度
で
予
測
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、県
内
生

産
の
6
割
を
占
め
る
ト
ン
ネ
ル
栽
培
に
よ
る

厳
寒
期
ど
り
に
つ
い
て
は
収
穫
予
測
精
度
が

ま
だ
不
安
定
で
す
。厳
寒
期
は
ト
ン
ネ
ル
被
覆

管
理
に
よ
り
、生
育
予
測
の
基
礎
と
な
る
環
境

デ
ー
タ（
主
に
気
温
）が
変
化
す
る
こ
と
が
大

き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
内
環
境
の
調
査

　

こ
の
た
め
、厳
寒
期
の
生
育
予
測
の
精
度
を

上
げ
る
こ
と
を
目
的
に
令
和
2
年
度
に
お
い

て
、ト
ン
ネ
ル
内
環
境
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、遠
隔
地
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
で
き
る「
は
か
る

蔵
」を
用
い
て
測
定
を

実
施
し
ま
し
た
。「
は

か
る
蔵
」は
県
内
で
は

イ
チ
ゴ
等
の
施
設
園

芸
で
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、今
回
露
地
で

の
活
用
の
可
能
性
も

検
討
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

調
査
は
J
A
ハ
イ
ナ
ン
管
内（
牧
之
原
市
）

と
J
A
遠
州
中
央
管
内（
森
町
）の
2
地
点
の

レ
タ
ス
ほ
場
で
11
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
実

施
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
ト
ン
ネ
ル
被
覆
期
間

は
牧
之
原
市
で
12
月
22
日
か
ら
2
月
19
日
ま

で
の
60
日
間
、森
町
で
は
12
月
25
日
か
ら
2
月

14
日
ま
で
の
52
日
間
で
し
た
。

　

な
お
、令
和
2
年
度
は
栽
培
期
間
を
通
し
て

高
温
乾
燥
が
続
き
、特
に
前
半
は
か
な
り
の
高

温
と
な
り
ま
し
た
。年
明
け
か
ら
は
適
度
な
降

雨
と
冷
え
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
内
環
境
デ
ー
タ
調
査
結
果

　

以
下
に
主
な
調
査
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

（
表
1
）ト
ン
ネ
ル
の
開
閉
は
現
地
の
慣
行
に

よ
り
ま
す
が
、ト
ン
ネ
ル
被
覆
期
間
の
平
均
気

温
は
、2
地
点
の
平
均
で

外
気
温
が
7
・
7
℃
、ト
ン

ネ
ル
内
は
9
・
4
℃
と
1
・

7
℃
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

積
算
温
度
で
は
95
・
5
℃

に
な
り
ま
す
。（
図
1
）

　

平
均
地
温
を
見
る
と
、

外
地
温
が
7
・
1
℃
に
対

し
て
、ト
ン
ネ
ル
内
地
温

は
8
・
5
℃
と
1
・
4
℃
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

湿
度
は
外
が
65
・
7
％
に

対
し
て
、ト
ン
ネ
ル
内
は

76
・
9
％
で
し
た
。

　

一
方
、C
O
2

濃

度
を
み
る
と
外（
大

気
）が
4
5
0
・
3 

p
p
m
だ
っ
た
の

に
対
し
、ト
ン
ネ
ル

内
は
3
6
9
・
4 

p
p
m
と
低
く
、生

育
が
進
む
に
つ
れ

て
差
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。こ
れ
は
レ

タ
ス
の
成
長
と
と

も
に
光
合
成
が
進

み
C
O
2

が
吸
収
さ

れ
る
こ
と
が
関
係

し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。（
図
2
）

　

今
回
の
調
査
で

遠
隔
地
か
ら
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
圃
場

の
環
境
デ
ー
タ
が
把
握
で
き
る
こ
と
が
確
認

で
き
、様
々
な
観
測
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。し
か
し
、露
地
ほ
場
で
あ
る
た
め

に
電
源
の
確
保
等
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
、今
後
も

引
き
続
き
調
査
と
検
討
を
続
け
栽
培
管
理
へ

の
デ
ー
タ
活
用
や
収
穫
予
測
の
精
度
向
上
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
野
菜
花
卉
課 

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

曽
根
克
巳
）



経済連肥薬通信4月号
経済連コンサルタントによる技術情報

全農主催「TAC パワーアップ大会2020」に
て全国表彰されたJAの事例を順次紹介して
いきます。

産地情勢
トマトなど産地からの情報を掲載しています。

分析メニュー、申込書、分析フロー（手順）を
掲載しています。分析の際はコチラから！

県内JA限定生産･事業推進に役立つ情報が満載!!

経済連肥薬通信

販売情報

農産物安全分析センター

TAC事例紹介

●イントラから利用できます。

担当：生産資材部 生産振興開発課 (TEL 054-284-9729)
〜他にも、農畜産物別の情報なども充実〜

更新

営農ナビ イントラ版として情報発信していきます！

Keizairen ┃　 0708　 ┃ Keizairen

伊豆太陽農業協同組合

下田北支店建設工事　起工式

金融店舗を中心としたコンパクトな施設を整備
　3月9日、JA伊豆太陽は、下田北支店建設工事の起工式を行ない、櫻井
雄司代表理事組合長をはじめ14人が出席しました。式典は、新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止対策として、屋外で最小限の出席者により執り
行いました。
　稲梓支店と稲生沢支店を統合し、金融店舗に特化した支店を計画し
ました。前面国道414号線が走り、敷地への車の出入りについて、安全

性に配慮し、乗入れ口を中央に設けました。また、出庫時には道路側に
パトランプを設け、注意喚起し出庫できるシステムとしました。建物内は、
コロナ禍の状況を配慮し、Web会議等に対応するため、大会議室を2分
割することが出来、それぞれでWeb会議対応の設備を設けました。
　支店は令和3年9月に完成、9月27日のオープンを予定しています。

▲ＪＡ下田北支店様　外観パース ▲玉串奉奠 ▲組合長挨拶

担当　建設部　054-284-9523
information建設部からのお知らせ



問い合わせ：	 静岡ジェイエイフーズ（株）　商品企画販売課
	 （TEL  054-369-2335）

Keizairen ┃　 0910　 ┃ Keizairen

県産みかんのストレートジュースを新発売

　静岡ジェイエイフーズ株式会社は、自社で搾汁した県産温州ミカンの
ストレートジュース「静岡みかんストレート果汁100％」を発売しました。
　早生みかんの華やかな香り。酸味と、青島みかんの蔵出し熟成された
濃厚な甘みを絶妙にブ
レンド。水・香 料・着 色
料・保存料などの添加物
を使わず仕上げました。
　商品はJR静岡駅グラ
ンドキヨスクなどで販売
しています。

静岡ジェイエイフーズ㈱から新商品販売のお知らせ静岡ジェイエイフーズ㈱から新商品販売のお知らせ

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」のご紹介のご紹介

　食糧部は、協賛するテレビ番組「しずおかごはんが食べ
たい！」（テレビ静岡）で、県産米のPRを行い、3月放送分を
もって予定していた全11回が終了しました。
　2月20日（第10回目）の放送では、磐田市と浜松市から静
岡県産「にこまる」をお笑い芸人オードリー・春日さんが紹
介し、3月20日（第11回目）の放送では、熱海市・函南町から

「静岡コシヒカリ」をお笑い芸人フォーリンラブ・バービー
さんが紹介しました。
　令和3年度についても、引き続き食糧課がテレビ番組に
協賛し、静岡県産米のPRをおこなう予定です。

▲静岡県産米をＰＲする春日さん（上）とバービーさん（下）▲静岡県産米を紹介しました！（画像は3月20日放送分）

担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

テレビ番組



Keizairen ┃　 0910　 ┃ Keizairen

　このたび、令和3年3月31日をもちまして定年退職を迎えられた方々に、加藤敦啓代表理事理事長よ
り本会職員を代表して感謝状を贈りました。ここに19人の方々をご紹介申し上げます。長い間本会を
支えていただき誠にありがとうございました。末永くご多幸をお祈り申し上げます。

令和3年3月31日付定年退職者のご紹介令和3年3月31日付定年退職者のご紹介

前田哲弘
（左上）

川久保範一

山本弘子

増田正志

石川好隆

石川和弘
（常務理事）

加藤敦啓
（代表理事理事長）

寺田国彦
（代表理事専務）

鎌野　厚
（常務理事）

市川敬弘
（常勤監事）

望月野末

山﨑　昇 前田陽一 鶴見孝喜 谷野文明 白山佳博 河合義久

澤崎雅志 栗原隆彦 森下裕幸 篠田啓之 戸塚早苗 横田川紀秀 柴本智彦３列目左より 

２列目左より 

１列目左より 

▲退職者の謝辞 ▲退職者一人ずつへ感謝状が授与されました



JA
静
岡
経
済
連

担当：くらし支援部　生活葬祭課（TEL 054-284-9740）

　　　　　　　　※営業時間·店休日は変更する場合がございます。
　　　　　　　　　ご来店の前にHPまたはお電話でご確認ください。

太陽の恵みの贈り物
みかん王国・静岡産温州みかん

静岡県ＪＡの
特産ドリンク

組組合合員員のの
みみななささままへへ

期 間
2021.４月～2022.3月末

ＪＡ静岡経済連

（190ｇ×30本）
1缶に静岡県産温州みかん5個
分の果汁を使用。
無加糖で温州みかん本来の香
りと甘さが際立つ、贅沢な味
に仕上げました。

（190ｇ×30本）
砂糖由来のイヌリン（食物
繊維）を使用し、従来のみ
かん飲料より、酸味を抑え
さらにおいしく飲みやすく
なりました。

（280ｍｌ×24本）
静岡県産温州みかんの果汁
を10％使用し、フレッシュ
感の高い柑橘系の香りと“キ
リッと”パンチのきいた炭酸
飲料です。

淹れたての
おいしい緑茶を

お届け！

（280ｇ×24本）
静岡県産の温州みかん
（果汁30％）と一番茶
を使用し、みかんの甘
さとお茶の渋みの絶妙
なバランスを追求しま
した。

（195ｇ×30本）
紀州産南高梅を使用
したほんのり甘く、
やさしい風味の10％
果汁梅ドリンクです。

（190ｇ×30本）
マイルドな桃のあまみ
が感じられ、さわやか
でスッキリとした口あ
たりが人気です。濃縮
還元果汁100％

果実の香り
ぎゅっとみかん
濃縮還元果汁100％

１ みかん日和
濃縮還元果汁７０％２

本物果汁入り

スパークリング
みかん

３

静岡茶
ゆったり
290ｇ
６

特保
飲料

ちゃレンジ７ りんごジュース
密閉搾り

８ 紀州うめドリンク９ ノももン10

信州トマトジュース11 北海道トマトジュース12 ラ・フランスフルーツ
ジュース

13

ご当地シリーズ

ぶどうジュース14

（190ｇ×30本）
トマトはすべて長野県
産！食塩は天塩を使用
し、まろやかな味に仕
上がっています。

（160ｇ×20本）
トマトの一大産地でもあ
る北海道産トマトのみを
使用した、食塩無添加の
トマトジュースです。

（195ｇ×30本）
完熟青森県産りんご「ふ
じ」を主体としたスト
レート果汁100％ジュー
スです。製造工程で空気
がふれないよう特殊製法
で作りました。

（160ｇ×20本）
ぶどうの風味豊かなおい
しさと、砂糖や香料を添
加していない、果実その
もののおいしさをご堪能
ください。

（160ｇ×30本）
山形県産（天童市産）
ラ・フランスを搾った
果汁100％のストレー
トジュースです。

機能性表示食品

機能性表示食品

青森県産
りんご 紀州産

うめ
山梨県産
もも

静岡県産
茶・みかん

長野県産
トマト 北海道産

トマト
長野県産
ぶどう

山形県産
ラ・フランス

（数量限定商品）

静岡県産
茶葉

100％使用

（ボトル缶）
（490ｇ×24本）
静岡茶の香りが感
じられ、すっきり
した飲み心地が特
長です。

（490ｇ×24本）
静岡県内の茶主要産
地１１地区の茶葉を
贅沢にブレンド。
食物繊維（難消化性
デキストリン）の働
きにより、糖の吸収
をおだやかにするの
で、食後の血糖値が
気になる方に適して
います。

香る
ほっ茶４

５
静岡茶
ゆったり
490ｇ

（有塩） （無塩）

（ミニボトル缶）
（290ｇ×24本）
県内産茶葉のみを
厳選し、煎茶抹を
加えた茶飲料です。

機能性表示食品
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